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ポリブデン管・ステンレス管の最大活用で給水管システムを一新



集合住宅の給水は、ポンプ圧送方式、高架水槽方式に分かれますが、JPS工法はどちらの
方式にも対応でき、新築からリフォームまであらゆるこ要望にお応えします。また、工場で
均一に精廣の高い加工を施しているため、作業者の経験や技術によるムラがなく、あらゆる
現場での均質で高精度の施工を可能にします。
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新築からリフォームまで。オーナー、管理者、居住者の
すべてのニーズに応える集合住宅給水配管システム
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第１図　JPS工法の給湯給水ポリブテン管配管例

◎ポリブテン管　戸内材料費（自己認証対応品）



●メーター廻り施工例 ●グルービングバルブ施工例 ●ポリブデン用ヘッダー施工例

各部施工例
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●ステンレス管とハウジングジョイント （共用部）

ステンレス鋼鋼管について

ステンレスとは、Stain(錆び)がless(より少ない)というもので、錆びにくい鋼ということです。
従って、ステンレス鋼管といっても、濃度の高い塩化物の溶液に接触させるなど特異な腐食
環境では錆びることもあります。
しかしステンレス鋼管の特性を良く知って正しい使い方をすれば、水道水や100℃程度のお湯
などのような腐食性の少ない条件のもとでは錆びる心配はありません。
これは、ステンレス鋼管が、鉄(Fe)に12～20%程度のクロム(Cr)を含んだものをべ一スに作られ
ているためで、クロムが酸素や水酸基と結合して鋼管の表面に薄い保護膜(不動態皮膜)を作り、
これが錆びや汚れの進行を防ぐからだと言われています。
ステンレス鋼管の表面には不動態皮膜という100万分の3㎜くらいの薄い保護皮膜ができて
います。
この膜は大変強くて、たとえこわれても、周りに酸素や水酸基があればすぐ再生して錆びを防
ぎます。

ハウジングジョイントについて
ハウジングジョイントは、現場での単純な組み立て作業で
精度の高い施工を可能にしました。
現場での切断、加工といった作業がなく、特殊な技術も
不要ですから、手早くしかも完璧な施工を実現します。

 ハウジングジョイントの接続手順
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締め忘れ防止機能付
J-ハウジング継手

しっかりと締めると図のように
皿ワッシャー間の色が見えなく
なり、締め忘れを未然に防ぎます。

【J－ハウジング】
業界話題の締めわすれ防止付き継手
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 ポリブデン管寸法表
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